
2020年度版
抜粋

東京 2020オリンピック競技大会をきっかけに
世の中がスポーツに、そしてホッケーにもより注目するきっかけとなった

しかし東京 2020オリンピック競技大会は始まりにすぎず、
そのレガシーとして日本ホッケー協会は何ができるのか ?

東京2020レガシーで
ホッケーの新時代を創る

Road to

2030



東京2020レガシーでホッケーの新時代を創る

M I S S I O N

Try all !! (for the hockey family)
S L O G A N

理念・ビジョン・スローガン
JHAとして今後 10年を見据えて「Japan Hockey Road to 2030」を策定し、
今後 10年の活動の基盤となるビジョン・理念・スローガンを設定した。

ホッケーを通じて日本を元気にしていく
社会に貢献する

ホッケーを通じてスポーツ文化の振興に努め、
豊かな社会形成に貢献する

JHAは、ホッケーファミリーのつながりを大切にし、
ホッケーファミリーの未来への活力を創造し、
ホッケーファミリーの豊かさと楽しさの提供に努めます

全力で全員でやるべきことをやってみよう、やり尽くそう、挑戦あるのみ
それは未来のホッケーファミリーのため

V I S I O N

理念

ビジョン

スローガン

ホッケーを通じて楽しみ・感動を分かち合い、
お互いに支え合えるような社会を実現することを目指す

01

「ホッケーファミリー」の拡大に向けて行動する

02

基本方針
「Japan Hockey Road to 2030」の内容を策定するにあたり、 次の 3つを基本的な方針
として設定した。これらは今後、 実施しなければならないタスクが明らかになり、
それに対するアクションプランを策定する際、基本となる方針である。

ホッケーに何らかの形で関与する人々を「ホッケーファミリー」と定義
競技者のみならず、家族、指導者、地域、行政、教育機関、職場、観客視聴者、
ファン、スポンサー、メディア等ホッケーに何らかの関与をもつ人々

一人一人がホッケーファミリーのために行動する
社会に幅広く支持される組織・選択される競技となることで、
結果としてホッケーファミリーが拡大することを目指す

基本的な考え方を尊重する

03
連携・協働の推進による開放的な組織
未来志向でのアプローチ

人の重視（「する」「みる」「ささえる」）

これからの10年で JHAの理念・ビジョン・スローガンや基本方針を体言化するために、
2030年に日本でホッケーワールドカップの招致・実行する。9つの重点領域を通じて、一層の組織力強化や

財政基盤の拡充を図り、全国のホッケーファミリーの拡充やホッケーカルチャーの醸成を行う
設立 100周年を迎えようとする日本ホッケー協会にとってこの取り組みは、

日本におけるホッケー文化を大きく変え、次の 100年を作っていく大きな変革を創出する

2030年WC日本開催を柱としたホッケー変革

全ては2030年のために



Road to

2030
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FIH WC
（女子） FIH WC

（TBC）

FIH WC
（男子）

設立
100周年

FIH WC
日本開催

中期計画 長期計画
Phase 1 Phase 2 Phase 3

日本で FIH WCを
開催することで
2030年以降の
活動促進とする

※なお、2031年以降のGOAL である「豊かな社会形成に貢献」に
寄与すべく、逆算して 2030年までに行わなければならないことを

意識した上で様々な施策を実施する

中期計画の経過を見つつ、
2026～ 2030年までの長期計画を構築する

変革の年

まず今後 6年を 3つのフェーズ（各 2年目途とする）に分けた
中期行動計画をそれぞれのタスクで明らかにし、実行する

なお、これらは 2030年に達成したい大目標を意識し、 
そこに達成するにあたって必要なステップである

様々なタスクが並行して行われている中、
フェーズ分けをし各タスク内でそのフェーズに沿って実行することで、 

一貫性のある施策実施が可能となり、着実に大目標へと
貢献することが可能であると考える

JHAの理念である
「豊かな社会形成
に貢献」を実現

ロードマップ
2030 年にはお互いに支えられるような社会を構築すべく、そのきっかけとして 2030年に
FIH ワールドカップ日本開催をし、その先にある豊かな社会形成に貢献をホッケーを通じて行う

9 つの重点領域
これら 9つの重点領域をベースに 2030年までのアクションプラン及びタスクを明確にしていく。

2030WCでのメダル獲得に向け、 着実な戦力をつけ、
実績を残し、 国内のホッケームーブメントを起こす

JHA100周年をきっかけに
ブランディングキャンペーンを行うことで、 
更なるHockey Family の拡充を図る

インドアホッケーの普及など、
常に新しいチャレンジに全力で挑むことで、 
革新的な JHAを創造する

自立運営可能な自主財源基盤を構築する
全国におけるHockey Family の拡充を図る

社会貢献を通じ地域社会におけるホッケーの
認知・好意度の向上をし、基盤強化を図る

大井ホッケー競技場の聖地化を含め、
東京 2020大会を起点とし未来へ繋げる

ソフト・ハードレガシーを創出する

東京 2020大会以降に創出したホッケー
ムーブメントの定着及び世界における日本の
プレゼンスを確立させるきっかけとしての

2030年WCの自国開催を実現する
的確かつ迅速な意思決定と業務執行を可能とする、
理念・ビジョン・スローガンに則った
健全かつ公正な協会運営を行う

重点
領域

2030WC
招致・ 開催 組織

強化育成

事業社会貢献

財源普及

コミュニケーション東京 2020レガシー
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Hockey Family の「する」「みる」「ささえる」は
独立しているのではなく、それぞれが成長し、
2030年のWCを柱とした目標に近づくことで
シナジーを創り出し、結果 2030年の
「あるべき姿」を達成できる

Hockey Family の「2030年のあるべき姿」

hockey
family

2030WCで
男女共に
メダル獲得

する

みる
2030WCで

20万人の観客動員
夏季オリンピック
種目の中での知名度
TOP20以内

ホッケー
ファミリー
20万人

ささえる



実施体制
2030 年以降 JHAだけではなく各都道府県において求心力となる
人材の発掘・育成を Road to 2030 プロジェクトへの積極的関与を通じて
行うことで、 2030 年をきっかけにより強靭な組織づくりを行う

公益社団法人日本ホッケー協会
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重点領域ごとのチーム［メイン担当］1
2 の人材への指示・育成も行う

2031年以降、JHA及び
各都道府県レベルにて
担っていく人材が必要

2 ［内部サポート］次世代の人材・リーダー

2031年以降、
JHAや各都道府県で
中心的役割を担っていく

Step1: 次世代リーダー会議の実施
全都道府県から最低各 1名が参加した
意欲のある次世代リーダー会議を実施

Step2: プロジェクトへの配置
次世代リーダー会議へ参加後、Road to 2030 の中でも
参加したい重点領域などをヒアリングの上、人材を配置

Step3: Road to 2030 への参加
重点領域ごとのチームの リーダー・サブリーダーを中心に、
全国の現場で活躍する人材へと育成

Step4: 次世代リーダーとしてJHAの将来を担う
2031 年以降に JHAだけではなく各都道府県における求心力となり
基盤人材となり活躍する人材となる

について

2030年までの 10年間を通し、実働隊として 関与し動ける若手人材が全国区で必要
団体として中長期的な人材戦略が必要であり、2030年までの間に Road to 2030 に積極的に関与し
サポートを通じ、プロジェクト完了後 の 2031年以降、JHAだけではなく求心力となり
基盤人材となり活躍する人材を各都道府県に 配置することで、
全国におけるホッケー文化・ ホッケーファミリーの拡充をより強固なものに していく

次世代人材の
登用・育成・活用

これらのステップを通じ
次世代人材を育成

各重点領域のエキスパートなどの外部人材の登用［外部サポート］

2

3

［内部サポート］次世代の人材・リーダー
2031年以降を担っていける人を Road to 2030 に積極的に関与 してもらい、

2030年までに実働隊として稼働するだけではなく、2031年以降に JHAだけではなく
各都道府県における求心力となり活躍してくれる人材を育成する

次世代リーダー会議の実施


